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Shakespeare悲劇の研究
由　井　武　夫
AStudy　of　Shakespearean　Tragedies
Takeo　YUI
　Shakespeareの悲劇作品（悲劇的内容の史劇を含む）
について，作品成立の順を追いながら，そのテーマの展
開を考察する作業を継続している。
　Hamlet，　Othello，　King　Lear，　Macbethを四大悲
劇と呼ぶ習慣があるが，それは極めて漠然とした衷現で
あって，それ以外の作品が，これらよりも，やや劣るも
のであるというような誤解さえも招きかねない。登場人
物の性格描写の緻密さ，それらの周囲世界との深刻な葛
藤を伝える克明さなどの点で，確かに，この四作が，円
熟した作者の成果であることは否定できないが，その前
後の作品も，これらに比較して，質的に劣るなどとは，
決して主張しえない。Shakespeareの場合には，それぞ
れの作品が，それぞれの基準で，いわぽ，頂点を極める
ものであり，それぞれが独自の価値を備えているから，
すべてに同一の基準を適用し，それに優劣の序列をつけ
るようなことは適切ではない。例えば，Richard　UIの
主人公の内面の葛藤描写は，同じように，悪人であって
も，Macbethの場合のように克明ではないが，その代
わりに，バラ戦争の怨念浄化の劇にふさわしい，この作
品独自の，簡素で厳粛な儀式的な世界が創造されてい
て，そこに，全く別種の，極められた頂点を認めないわ
けにはいかない。
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　従って，テーマの展開を見ていこうとする際の視点
も，いろいろにありうる訳であるが，ここでは，悲劇作
品の主人公と周囲社会の関係に注目し，彼らが，それぞ
れの課題に向かう態度，いわば，人生に立ち向かう姿勢
といったものに，それぞれをつなぐ流れのようなものが
見いだせるかどうかを検討しようとしている。
　Richard　II1は，いま述べたとおり，それ独自の価値
を持っているが，主人公の個性的な内面描写は必ずしも
緻密とは言えない。しかし，人間を取り巻く周囲社会の
矛盾の深刻さは，すでに，後の悲劇に劣らぬスケールを
備えるに至っている。Romeo　and／ulietは，ヒーロ
ウ，ヒロウインが環境世界と葛藤するというよりも，ほ
とんど，それを無視して二人の愛のみに生きる特殊な恋
愛悲劇ではあるが，彼らは主人公にふさわしい傑出した
個性を十二分に発揮している。そして，ノulius　Caesar，
Hamletでは，それぞれの主人公と周囲社会との厳しく
熾烈な個性的葛藤が演じられる。これらの三作の主人公
たちの生き方には，純な，けがれない熱情，みずみずし
い理想主義，たおやかで誠実な社会的対応などが印象強
く，いわば，「若者のテーマ」として，まとめることの
できるような問題を，純粋，真剣に生きていると言うこ
とができる。そういう意味では，むしろ，Hamletまで
の作品を，一つの区切り目を持つグループとして捉える
ことも可能なのである。本班究では，このような点に注
目しつつ作業を進め，検討を深めていこうと努めてい
る。
